
（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
六
十
二
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六
十
二
の
二

適
合
一
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画
の
実
施
に
係
る
登
録
支
援
機
関
の
登
録

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百

十
九
号
）
第
十
九
条
の
二
十
三
第
一
項
（
登
録
支
援
機
関
の
登

録
）
の
登
録
支
援
機
関
の
登
録
（
更
新
の
登
録
を
除
く
。）

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
九
万
円

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

一

特
定
食
料

米
穀
、
小
麦
、
大
豆
そ
の
他
の
農
林
水
産
物
で
あ
っ
て
、
国
民
が
日
常
的
に
消
費
し
て
い
る
も
の

そ
の
他
の
国
民
の
食
生
活
上
重
要
な
も
の
又
は
食
品
（
全
て
の
飲
食
物
の
う
ち
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、

有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
医
薬
品
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
医
薬
部
外
品
及
び
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
再
生
医
療
等
製
品
以
外
の

も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
製
造
若
し
く
は
加
工
若
し
く
は
食
事
の
提
供
を
行
う
事
業
に
お

い
て
原
材
料
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
そ
の
他
の
国
民
経
済
上
重
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

の（
当
該
農
林
水
産
物
を
原
材
料
と
し
て
製
造
し
、又
は
加
工
し
た
食
品
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。）

を
い
う
。

二

特
定
資
材

特
定
食
料
の
生
産
に
必
要
不
可
欠
な
資
材
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
そ
の
原
材
料
を
含
む
。）

を
い
う
。

三

食
料
供
給
困
難
兆
候

干
害
、
冷
害
そ
の
他
の
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害
、
植
物
に
有
害
な
動
植
物
又
は
家

畜
の
伝
染
性
疾
病
の
発
生
又
は
ま
ん
延
そ
の
他
の
事
象
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
定
食
料
の
供
給
が
大
幅
に
不

足
し
、
又
は
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
特
定
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

食
料
供
給
困
難
事
態
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
事
態
を
い
う
。

四

食
料
供
給
困
難
事
態

特
定
食
料
の
供
給
が
大
幅
に
不
足
し
、
又
は
不
足
す
る
お
そ
れ
が
高
い
た
め
、
国
民
生

活
の
安
定
又
は
国
民
経
済
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
が
生
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
事
態
を
い
う
。

五

食
料
供
給
困
難
事
態
対
策

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
本
部
が
設
置
さ
れ
た
時
か
ら
第

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
本
部
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
（
以
下
「
本
部
設
置
期
間
」
と
い
う
。）に
お

い
て
、
食
料
供
給
困
難
事
態
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
又
は
食
料
供
給
困
難
事
態
を
解
消
す
る
た
め
、
国
が
こ

の
法
律
の
規
定
及
び
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
措
置
を
い
う
。

六

指
定
行
政
機
関

次
に
掲
げ
る
機
関
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

イ

内
閣
府
、
宮
内
庁
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
規
定
す
る
機
関
、
デ
ジ
タ
ル
庁
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三

条
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関

別
表
第
一
第
六
十
三
号
中
「
技
能
実
習
に
」
を
「
育
成
就
労
に
」
に
、「
監
理
団
体
」
を
「
監
理
支
援
機
関
」
に
改

め
、「
又
は
事
業
の
区
分
の
変
更
の
許
可
」
を
削
り
、「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
を
「
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
改

め
、「
又
は
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
（
変
更
の
許
可
等
）
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
（
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
一
般
監
理
事
業
へ
の
事
業
の
区
分
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
る
。

別
表
第
三
の
一
の
項
の
第
一
欄
中
「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」
を
「
外
国
人
育
成
就
労
機
構
」
に
改
め
、
同
項
の

第
二
欄
中
「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
を
「
外
国
人
の
育
成

就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
四
十
の
四
の
項
中
「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」
を
「
外
国
人
育
成
就
労
機
構
」
に
、「
外
国
人
の
技
能

実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
を
「
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育

成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
項
の
技
能
実
習
計
画
の
認

定
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
成
就
労
認
定
」
に
、「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を「
第
三
十
二
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
表
の
四
十
の
五
の
項
中
「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」
を
「
外
国
人
育
成
就
労
機
構
」
に
、「
外
国
人
の
技

能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
を
「
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び

育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、「
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第
一
項
」
を
削
る
。

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
第
二
十
七
号
中
「
除
く
。）、
同
法
」
の
下
に
「
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
（
不
法
就
労
助
長
）、」
を
加

え
る
。

（
日
本
語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

日
本
語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
四
条
第
一
項
中
「
技
能
実
習
生
」
を
「
育
成
就
労
外
国
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
技
能
実
習
生
」
を

「
育
成
就
労
外
国
人
」
に
、「
技
能
実
習
の
」
を
「
育
成
就
労
の
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

総
務
大
臣

松
本

剛
明

法
務
大
臣

小
泉

龍
司

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

文
部
科
学
大
臣

盛
山

正
仁

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
六
十
一
号

食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
第
三
条
）

第
三
章

特
定
食
料
等
の
需
給
状
況
に
関
す
る
報
告
の
徴
収
（
第
四
条
）

第
四
章

食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
本
部
（
第
五
条

第
十
四
条
）

第
五
章

食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
（
第
十
五
条

第
二
十
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
）

第
七
章

罰
則
（
第
二
十
三
条
・
第
二
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
世
界
に
お
け
る
人
口
の
増
加
、
気
候
の
変
動
、
植
物
に
有
害
な
動
植
物
及
び
家
畜
の
伝
染
性

疾
病
の
発
生
及
び
ま
ん
延
等
に
よ
り
、
世
界
の
食
料
の
需
給
及
び
貿
易
が
不
安
定
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
食
料
供
給
困
難
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
策
定
、

食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
本
部
の
設
置
、
特
定
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
寄
与
し
、
も
っ
て
国
民
生
活
の
安
定
と
国
民
経
済
の
円
滑
な
運
営
の
確
保
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。




		2024-06-20T14:46:00+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



